
一般社団法人 日本自動車工業会
一般社団法人 日本自動車部品工業会
一般社団法人 日本自動車車体工業会
一般社団法人 日本自動車タイヤ協会
一般社団法人 日本自動車販売協会連合会
い す ゞ 自 動 車 販 売 店 協 会
ト ヨ タ 自 動 車 販 売 店 協 会
日 産 自 動 車 販 売 協 会
Ｕ  Ｄ  ト ラ ッ ク ス 販 売 協 会
日 野 自 動 車 販 売 店 協 会
三 菱 自 動 車 販 売 協 会
三菱ふそうトラック・バス販売協会
全 国 ス バ ル 自 動 車 販 売 協 会
ダ イ ハ ツ 自 動 車 販 売 協 会
全 国 マ ツ ダ 販 売 店 協 会
ス ズ キ 自 動 車 販 売 店 協 会
ホ ン ダ 自 動 車 販 売 店 協 会
一般社団法人 全国軽自動車協会連合会
日 本 自 動 車 輸 入 組 合
一般社団法人 日本中古自動車販売協会連合会
一般社団法人 日本自動車整備振興会連合会
一般社団法人 日本自動車機械工具協会
公益社団法人 全日本トラック協会

公益社団法人 全 国 通 運 連 盟
公益社団法人 日 本 バ ス 協 会
一般社団法人 全国ハイヤー・タクシー連合会
一般社団法人 全国自家用自動車協会
一般社団法人 日本損害保険協会
石 油 連 盟
一般社団法人 全日本指定自動車教習所協会連合会
一般社団法人 全国自動車標板協議会
一般財団法人 自動車検査登録情報協会
一般社団法人 全国レンタカー協会
一般社団法人 日本自動車リース協会連合会
一般財団法人 日本モーターサイクルスポーツ協会
一般社団法人 自動車公正取引協議会
全国自動車検査登録印紙売捌人協議会
一般財団法人 関東陸運振興センター
一般社団法人 東京都トラック協会
一般社団法人 神奈川県トラック協会
一般社団法人 日本道路建設業協会
一般社団法人 日 本 ゴ ム 工 業 会
一般社団法人 日 本 塗 料 工 業 会
板 硝 子 協 会
日本自動車車体整備協同組合連合会
一般社団法人 日本交通科学学会

一般社団法人 日 本 陸 送 協 会
一般社団法人 日本二輪車普及安全協会
一般財団法人 日本自動車研究所
一般社団法人 日本自動車機械器具工業会
特 定 非 営 利 活 動 法 人 ITS Japan
公益社団法人 自 動 車 技 術 会
公益財団法人 自動車リサイクル促進センター
一般社団法人 日 本 ガ ス 協 会
一般社団法人 日本自動車運行管理協会
一般社団法人 日本自動車用品・部品アフターマーケット振興会
一般社団法人 自動車再資源化協力機構
一般社団法人 自動車用品小売業協会
一般社団法人 日本オートオークション協議会
日 本 中 古 車 輸 出 業 協 同 組 合
全国オートバイ協同組合連合会
日 中 投 資 促 進 機 構
一般財団法人 日本自動車査定協会
一般財団法人 全日本交通安全協会
公益財団法人 日本自動車教育振興財団
一般社団法人 日本鉄リサイクル工業会
全日本自動車部品卸商協同組合
一般社団法人 日本自動車購入協会
一般社団法人 青森県自動車団体連合会

一般社団法人 岩手県自動車会議所
一般社団法人 宮城県自動車会議所
一般財団法人 秋田県全自動車協会
山 形 県 自 動 車 団 体 連 合 会
一般財団法人 福島県自動車会議所
東 京 都 自 動 車 会 議 所
一般社団法人 神奈川県自動車会議所
一般社団法人 静岡県自動車会議所
一般社団法人 愛知県自動車会議所
一般社団法人 岐阜県自動車会議所
一般社団法人 三重県自動車会議所
一般社団法人 富山県自動車会議所
一般社団法人 石川県自動車会議所
一般社団法人 福井県自動車会議所
一般社団法人 大阪自動車会議所
一般社団法人 徳島県自動車会議所
一般社団法人 香川県自動車会議所
愛 媛 県 自 動 車 会 議 所
高 知 県 自 動 車 会 議 所
一般財団法人 大分県自動車会議所

（ほかに企業会員78、推薦会員６）
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2019年12月15日(第922号) 自動車会議所ニュース

うやく取れた休暇にお出かけするのだから、それ
を台無しにしないためにもお楽しみのボーダーラ
インは越えたいと思うのが人情というものだ。
　長い目で見ると、こういう心理は間違いなく旅
文化全体を衰退させる。意外性、未知との遭遇と
いう旅のドラマを欠くからだ。自由意思のままに
動けることが最大の特色であるクルマでの旅はな
おさらである。
　クルマでの旅の楽しみの提案は多々見かける
が、その大半はハズレを引かないことを主眼にし
ている。そのため、どのドライブ企画も似たり寄
ったり。目的地を決め、そこに一目散に出かける
というスタイルである。ここであえて提唱したい
のは、ハズレを恐れない旅、いや、もう一歩踏み
込んで、ハズレを引くことを目指す旅である。
　３年前の初冬、筆者は冷たい雨の東北をドライ
ブした。福島から磐越道で猪苗代へ、そこから喜
多方、さらに山形の米沢、秋田の横手などを通り、
岩手の宮沢賢治記念館を訪れるという旅だ。
　道中、奥喜多方で雨が小止みになったとき、不

　ハズレを引きたくない──
というのは、人間であれば誰
もが普通に持っている願望
だ。これは旅も同じこと。よ

意に素晴らしい光景＝写真＝に出くわした。江戸
時代から大きく変わっていないと思われる山村に
山霧が立ち込め、終わりかけの紅葉が日本画を思
わせる淡いグラデーションとなって目に飛び込ん
できたのだ。その光景を眺めているのは筆者ひと
りだ。
　雨の降りしきる初冬の東北をドライブするなど
酔狂。誰も来ないのは今の時代、普通のことだが、
そのときにしか見られない光景が確かにそこにあ
った。どうせ楽しくない、何も見られないと決め
付ける必要はない。その時、そこに何があるかを
純粋に見に行けばいいのである。仮に何もなかっ
たとしても、ハズレはハズレで、それもまた人生
の思い出だ。リスクを負わない、小さな当たりば
かりの人生など、それこそ味気ないものではなか
ろうか。自由移動の象徴、クルマでなければこう
いう体験はできない。　　　　　　　　（続く）
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定番主義からの脱却がクルマ旅を面白くする
ジャーナリスト　井元 康一郎


